
お
知
ら
せ
伝
言
板
　  
●
別
海
町
役
場
☎
75
─
２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─
２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎
（
０
１
５
３
）
86
─
２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─
７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─
６
０
１
１
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り
ま
す
。　

Q 
２　

（
Q
１
か
ら
数
年
後
）
道

男
さ
ん
と
話
し
合
い
を
す
る
の

は
気
が
引
け
て
、
手
続
を
せ
ず

に
い
た
と
こ
ろ
、
道
男
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

道
男
さ
ん
に
は
５
人
の
子
ど
も

が
い
た
よ
う
で
す
。
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

A 
２　

道
男
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

道
男
さ
ん
の
妻
と
、
道
男
さ
ん

の
５
人
の
子
ど
も
全
員
が
相
続

権
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
相

続
手
続
を
す
る
た
め
に
は
、
相

続
権
の
あ
る
者
全
員
の
間
で
話

し
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■ 

問
合
せ　

釧
路
地
方
法
務
局
中

標
津
出
張
所

　

ＴＥＥ
０
１
５
３
─
73
─
１
２
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
t
t
p

:/
/

h
o

u
m

u
k

y
o

　

 k
u
.m

o
j.g

o
.jp

/k
u
sh

iro
/

in
d

e
x.h

tm
l

法
人
道
民
税
・
法
人
事
業

税
・
地
方
法
人
特
別
税
の
申

告
は
便
利
なe

L
T
A

X

で

　

地
方
税
の
電
子
申
告
、e

LT
A

X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

か
ら
申
告
で
き
る
ほ
か
に
、
た
く

■
日
時　

６
月
６
日
㈫

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■ 

会
場　

根
室
振
興
局

　

１
階
小
会
議
室

　

根
室
市
常
盤
町
３
丁
目
28
番
地

■ 

問
合
せ　

北
海
道
財
務
局
相
談

員
直
通
（
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
）

　

 

ＴＥＥ
０
１
１
─
８
０
７
─
５
１
４
４

ＴＥＥ
０
１
１
─
８
０
７
─
５
１
４
５

不
動
産
登
記
に
つ
い
て

　

高
齢
化
や
過
疎
化
の
状
況
が
進

ん
で
い
る
な
か
、
土
地
の
所
有
者

に
相
続
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、

ど
う
い
っ
た
手
続
が
必
要
に
な
る

か
と
い
う
問
題
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

登
記
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問

と
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
不
明

点
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Q 
１　

先
月
父
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
実
は
父
は
再
婚
で
、
前
妻

と
の
間
に
道
男
さ
ん
と
い
う
子

が
い
ま
す
。
前
妻
に
引
き
取
ら

れ
父
の
戸
籍
か
ら
抜
け
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
道
男
さ
ん
に

相
続
権
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A 
１　

前
妻
と
の
間
の
子
、
道
男

さ
ん
に
も
相
続
権
が
あ
り
ま
す
。

認
知
し
た
子
、
養
子
縁
組
し
て

い
る
子
も
同
様
に
相
続
権
が
あ

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

道
で
は
、
環
境
月
間
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
環
境
に
関
連

す
る
読
書
や
読
み
聞
か
せ
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
を
消
し
て

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
、
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

庭
や
学
校
で
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
問
合
せ　

北
海
道
環
境
生
活
部

環
境
局
環
境
政
策
課　

環
境
企

画
グ
ル
ー
プ

　

 

ＴＥＥ
０
１
１
─
２
３
１
─
４
１
１
１

　

（
内
線
24
─
２
２
２
）

借
金
・
金
融
一
般
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相
談

員
が
「
借
金
の
悩
み
」
を
親
身
に

な
っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な
た
に

合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
、
預
金
、
融
資
、
保
険
な

ど
金
融
全
般
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
、
予

約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
ご
都
合
の
悪
い
場
合
で
も
、

電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

不
法
電
波
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る

な
ど
、
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
ば
か
り
か
、
消
防
、
救
急
、

防
災
行
政
、
交
通
な
ど
人
命
に
か

か
わ
る
重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害

し
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と

や
ご
相
談
は
左
記
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

北
海
道
総
合
通
信
局

　

 

ＴＥＥ
０
１
１
─
７
３
７
─
０
０
９
９

　

 （
電
話
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

ら
午
後
５
時
）

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

 s
o

u
d

a
n

-h
o

k
k

a
id

o
@

so
u
m

u
.g

o
.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp

:/
/
w

w
w

.s
o

u
m

u
.

g
o

.jp
/so

u
tsu

/h
o

k
k
a
id

o
/

北
海
道
女
性
の

活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

　

北
海
道
で
は
、
結
婚
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
や
就
業
、
起
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
お
悩
み
に
電
話
や
メ
ー
ル
、
面

接
に
て
対
応
す
る
「
北
海
道
女
性

の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

「
悩
み
が
あ
る
け
ど
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
挑
戦
し
た
い
こ
と
が
あ
る

け
ど
、
手
順
が
分
か
ら
な
い
」
な

ど
の
相
談
に
女
性
の
支
援
員
が
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

■ 
場
所

　

 

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁

目
か
で
る
２
・
７　

６
階

■
電
話
相
談

　

 

ＴＥＥ
０
１
１
─
２
０
４
─
５
７
１
１

　

 

Ｅ
メ
ー
ル

　

 k
ita

n
o

jy
o

se
i@

siriu
s.o

c
n
.

n
e
.jp

■
相
談
時
間

　

月
、
火
、
木
、
金
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　

水
、
土
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

　

 （
年
末
年
始
、
日
曜
、
祝
日
は

休
館
日
）
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次

の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

で
あ
る
こ
と
。

②�

雇
入
れ
、
離
職
の
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出

を
行
う
こ
と
。

③�

社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用

対
策
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。
外
国
人

を
雇
用
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
適
正
に
雇
用
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室

　

�

ＴＥＬ
０
１
５
３
─
23
─
２
１
６
１

　
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

�

ＴＥＬ
０
１
５
４
─
42
─
９
７
１
１

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集
と
出
願

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
入
学
生
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
放
送
大
学
北
海

道
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◦�
条
件
を
満
た
せ
ば
学
力
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
す
れ
ば
学

務
対
象
物
に
居
住
し
ま
た
は
勤

務
す
る
方
で
、
防
火
管
理
者
と

し
て
選
任
さ
れ
る
予
定
の
方
で

す
。

■�

講
習
日
程　
７
月
27
日
㈭
、
28

日
㈮
の
２
日
間

■�

講
習
場
所　
標
津
郡
中
標
津
町

丸
山
２
丁
目
22
番
地　
中
標
津

消
防
署　
講
堂

■
受
講
申
込

⑴�

申
込
期
間　
６
月
19
日
㈪
か
ら

６
月
30
日
㈮
ま
で

⑵
申
込
書

　
㋐�
一
般
社
団
法
人
北
海
道
消
防

設
備
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「http://w

w
w
.hokkaido-

　

�setubikyokai.or.jp/

」
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
㋑�

消
防
本
部
又
は
最
寄
り
の
消

防
署
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

⑶�

申
込
先　
一
般
社
団
法
人
北
海

道
消
防
設
備
協
会

〒
０
６
０
─
０
０
０
４

　

�

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁

目
１
─
４　
三
井
生
命
札
幌
共

同
ビ
ル
３
階

■�

問
合
せ　
一
般
社
団
法
人
北
海

道
消
防
設
備
協
会

　

�

ＴＥＬ
０
１
１
─
２
０
５
─
５
９
５
１

　
FAX
０
１
１
─
２
０
５
─
５
９
５
２

６
月
は「
外
国
人
労
働
者
問

題
啓
発
月
間
」で
す

　
国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
い
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状

況
を
見
る
と
、
社
会
保
険
等
の
未

加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散
見

さ
れ
ま
す
。

さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

eLTAX

の
詳
し
い
情
報
に
つ

い
て
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.eltax.jp/

■�

問
合
せ　
北
海
道
根
室
振
興
局�

税
務
課�

課
税
係

　

�

ＴＥＬ
０
１
５
３
─
24
─
５
４
７
９

（
直
通
）

「
防
火
管
理（
甲
種
）新
規

講
習
」の
開
催

　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
項

に
基
づ
く
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

■�

講
習
の
対
象
者　
防
火
管
理
義

位
（
学
士
）
を
取
得
で
き
ま
す
。

大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

◦�

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
授
業

を
自
宅
で
学
べ
る
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦�

一
流
の
講
師
に
よ
る
多
彩
な
約

３
０
０
の
科
目
が
あ
り
、
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
気
の
心
理
学
を
は
じ
め
外
国

語
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
学

ぶ
目
的
に
応
じ
て
お
選
び
く
だ

さ
い
。

◦�

放
送
授
業
料
は
、
テ
キ
ス
ト
費

込
み
で
１
科
目
１
１
，０
０
０

円
。
入
学
料
を
含
め
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
費
用
で
学
べ
ま
す
。
ま

た
半
年
ご
と
に
受
講
す
る
科
目

の
授
業
料
だ
け
を
払
う
仕
組
み

も
魅
力
で
す
。

■
出
願
期
間

　
第�

１
回
募
集　
６
月
15
日
㈭
か

ら
８
月
31
日
㈭
（
必
着
）

　
第�

２
回
募
集　
９
月
１
日
㈮
か

ら
９
月
20
日
㈬
（
必
着
）

■
資
料
請
求
・
問
合
せ

　
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　
〒
０
６
０
─
０
８
１
７

　
札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目

　
（
北
海
道
大
学
構
内
）

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
７
３
６
─
６
３
１
８

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　工事期間中は、片側交互通行の交通規制を
行うため、自衛隊部隊が別経路で移動する場
合があります。工事実施時期に付近を通行の
際は、ご注意ください。
■工事期間
　４月から10月下旬まで
　（平成36年全線完了予定）
■問合せ
　別海町役場建設水道部事業課建設担当
　　TEL�75-2111（内線3211・3218）
　�別海町役場総務部総合政策課まちづくり推
進担当　TEL�75-2111（内線2211）

中西別
小学校

一般
道
道
上
風
連
中
西
別
線

町
道
中
西
別
上
風
連
線

至 別海市街→

ヤウシュベツ川
山下橋

←
釧路市

矢臼別演習場

中西別市街

矢臼別橋

中之川橋

国道243号

〶
至 西春別方面

本年度工事区間
次年度以降工事区間
迂回路区間（予定）

国道
一般道道

町道中西別上風連線
道路工事のお知らせ
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